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概　　　要

　本稿は，川崎医療短期大学において2009年度に新入生に対して実施した「日本語プレースメントテスト」の実施結果を
報告することを目的とする．
　前回の報告では，川崎医療短期大学で2007年度，2008年度に実施した「日本語プレースメント」の結果から，「日本語
プレースメントテスト」の必要性，国語力低下の問題点について示した．本稿で取り上げる2009年度に実施した「日本語
プレースメントテスト」の結果から，中学生レベルの語彙力しかない新入生が25ｵ在籍していることが分かった．この背
景には，ゆとり教育の弊害，読書量の低下，パソコンやインターネットの利用頻度の増大などがあると考えられる．その
ため，導入教育として語彙力の向上を図る必要があり，その方策として語彙力を養う学習環境を整えた上で，継続した教
育の必要性について確認できた．

１. は じ め に

　川崎医療短期大学では，2007年度から新入生の語彙
力を測定するために「日本語プレースメントテスト」
を実施している1)．「日本語プレースメントテスト」は，
2007年度は全国で54大学約29,000人に実施されている
日本語の語彙力を測定するための到達度測定テストで
ある．テスト内容は，高校３年生までに学習する語彙
を基につくられており，社会生活を営む上で必要とさ
れる語彙を十分に身につけられているかどうかを測る
ものである．社会人基礎力が低下している現在にあっ
て，このような語彙を身につけていることは非常に重
要であると考えられる．
　今回の報告では，2009年度の新入生の「日本語プレ
一スメントテスト」の実施結果を示し川崎医療短期大学
における導入教育の方向性を検討していくことにする．

２. 「日本語プレースメントテスト」について

１) 調査対象
　2009年度入学生375名について，2009年４月に「日本
語プレースメント」テストを実施した．
２) 「日本語プレースメントテスト」実施方法
　問題数は60問であり，45分間で行われる漢字の意
味・語句の意味・語句の用法などについて問われてい
る．問題はすべて４択問題となっており，マークシー
ト式記述である．解答結果について，ジャンル別の正
答率は示されず，スコアと中学１年生から高校３年生
のレベルでのみ結果が示される．

３. 2009年度入学生の「日本語プレースメントテ
スト」実施結果

　まず，2009年度入学生の入学時の「日本語プレース
メントテスト」結果を表１・図１に示す．図１・表１
から中学生レベルの新入生が25ｵを占めることが分か
る．また，６ｵは中学３年生にも満たない語彙力しか
ないことが分かる．さらに，全学科の最高得点は744点
であり，一方最低点は434点となっており，300点以上
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の隔たりがある．次に，2007年度，2008年度入学生の
入学時のプレースメントテスト結果と比較したのが，
図２・表２である．2007年度入学生の語彙力において，
中学生レベルは，10.7ｵであった．このことと比較す
ると，中学生レベルの学生の増加が著しいといえる．
特に，2009年度入学生には，中学１年生レベルの学生
が４名在籍していることからも，講義等で語彙コント
ロール，言い換えをするなどの注意を払う必要性が高
いことを示していると考える．一方，高校３年生レベ
ルの学生は，34ｵにとどまっている．これらのことか
ら，学生の語彙力のレベルが同一ではないと言える．
　さらに，図３・表３から，Ｂ学科，Ｃ学科について
は，平均点が高校３年生レベルに達しており，高等学
校卒業までに必要な語彙力が備わっている学生が平均
的であると考えられる．Ａ学科，Ｄ学科，Ｅ学科につ
いては，高校１年生程度の語彙力が備わっている学生
が平均的であると考えられる．
　これらを，2007年度，2008年度入学生と比較したも
のが，次の図４・表４である．2009年度の全学科の平
均は2008年度より１点しか下がっておらず，ほとんど
変化が見られない．しかし，Ａ学科では，2008年度に

表１　2009年度４月新入生のレベル分布

レベル 800点満点 学生総数
375(人) 百分率(ｵ)

中１レベル 454以下 4 1.1

中２レベル 455～488 20 5.3

中３レベル 489～531 68 18.1

高１レベル 532～568 88 23.5

高２レベル 569～594 67 17.9

高３レベル 595以上 128 34.1

　得点は800点満点である．得点ならびにレベルは，「日本語プレース
メントテスト」を作成しているメディア教育開発センター（NIME）
で定められた基準である．

表２　2007年度～2009年度のレベル分布

レベル
2007年度 2008年度 2009年度

人 ｵ 人 ｵ 人 ｵ

中１レベル 0 0 1 0.3 4 1.1

中２レベル 3 0.8 15 4.3 20 5.3

中３レベル 37 9.9 71 20.4 68 18.1

高１レベル 73 19.5 97 27.9 88 23.5

高２レベル 86 23.0 51 14.7 67 17.9

高３レベル 175 46.8 113 32.5 128 34.1

学生総数（人） 374 348 375

表３　2009年度　各学科の得点分布

学　科 最高点 最低点 平均点

Ａ 744 434 557

Ｂ 742 515 606

Ｃ 704 504 610

Ｄ 714 435 547

Ｅ 686 460 549
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図１　2009年４月新入生のレベル分布（全体）
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図２　2007年度・2008年度・2009年度レベル（全体）
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図３　2009年４月新入生の学科別分布（全体）
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比べ平均点が40点近く下降しており，Ｄ学科では３点，
Ｅ学科では11点下がっている．一方，Ｂ学科では12点，
Ｃ学科では46点平均点が上昇している．しかし，2007
年度と比較すると，Ｂ学科では27点，Ｃ学科では４点
それぞれ下がっている．したがって，全体的に得点が
上昇傾向にあるとは言い難い．
　現在，学力低下の一因として，学力テストを課さな
い大学入試が問題視されている．学力テストを課さな
いことと関連性があるのかを知るために，入試区分に
よる学科別の平均点を図５・表５に示す．
　学力テストを課さない入試は，ＡＯ入試，特別入試
の二つである。この図から，学科によって平均点の高
い入試区分が異なっていることが分かる．特にＤ学科
については，特別入試，推薦入試の平均点が全学科の
中で最も高くなっている．Ｂ学科については，特別入
試，推薦入試，一般前期入試の三つの入試区分で平均
得点の幅が６点しかなく，いずれも高校３年生レベル
となっている．Ｃ学科については，推薦入試が593点と
最も平均点が低くメディア教育センターが定めた高校
３年生レベルに１点足りない．しかし，この他の入試
区分については，すべて高校３年生レベルである．こ
のことから，入試区分による際立った語彙力の差は見

られないことが判明した．したがって，入試区分によ
る導入教育の区別をする必要性はないと考えられる．

４. 考　　　察

　川崎医療短期大学で実施した「日本語プレースメン
トテスト」の結果，高校３年生レベルに達していない
新入生が半数以上を占めるという現状をどのように理
解し，方策を立てていくべきなのかについて考えるこ
とが必要である．そのために，新入生の語彙力の実態
を知る上で，新入生の国語に関する意識はどのような
ものであるかを知る必要があると考える．以下，文化
庁が平成21年に全国の16歳以上の男女3,480人を対象
に日本人の国語に関する意識や理解について調査した
「国語に関する世論調査」の結果から，新入生の国語
に関する意識を探っていく2)．この調査は，大学入学
時の学生の語彙力が明確に示されているものではな
く，16歳から19歳という年齢幅で，調査されている．
しかし，高校在学時から，大半の学生の大学入学時に
かけての語彙力の背景を知ることができる上で有効で
あると考える．
　調査結果によれば，16歳から19歳までの人のうち，
「本を読まない」と答えたのは47.2ｵにのぼる．また，
読書量が少なくなっている理由として，仕事や勉強が
忙しく読む時間がないと答えた人が54.8ｵ，携帯電話

表４　2007年・2008年・2009年度　各学科の平均点

学科 2007年度生 2008年度生 2009年度生

Ａ 576 606 557

Ｂ 633 594 606

Ｃ 614 563 610

Ｄ 574 550 547

Ｅ 582 560 549

全学 596 575 574

表５　2009年度　入試区分別平均点

学　科 Ａ　Ｏ 特　別 推　薦 一般前期 一般後期

Ａ 555 547 549 569 595

Ｂ － 600 600 606 647

Ｃ － 604 593 614 662

Ｄ 538 643 545 526 568

Ｅ 537 540 569 535 545
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図４　2007年度・2008年度・2009年度　学科別レベル分布
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「日本語プレースメントテスト」の実施結果（第２報) 3



やパソコン，ゲーム機などに時間が取られると答えた
人が，37.8ｵにのぼっている．さらに，読書の必要性
を強く感じると答えたのは16.7ｵにすぎない．このよ
うに，読書をしない，あるいは，する必要がないとい
う認識は，語彙力の低下と関連があるのではないだろ
うか．
　また，16歳から19歳までの人がパソコン･インターネ
ットを利用しているのは98.6ｵである．利用状況につ
いて，芸能人や文化人などのホームページやブログを
利用する人が49.3ｵ，一般個人のホームページやブロ
グを利用すると答えた人が67.6ｵ，ホームページやブ
ログを公開すると答えたのが40.8ｵで，いずれも他の
世代に比べて際立って高い割合を示している．これら
のホームページには，若者言葉や俗語，流行語などが
多く見られ，社会人として必要な語彙力を養うことに
は繋がりにくいという状況があると考えられる．また，
この年代が新聞から情報を得ている割合は，34.7ｵで
ある．13年度に実施した同様の調査では62.8ｵであり，
７年前に比べて半数近く減少しており，読書量の少な
さと同様に，一般常識として必要な語彙力を養う上で
問題であると考える．
　新入生の語彙力の低下は，以上のような「国語に関
する世論調査」に現れている生活環境の問題だけでは
なく，いわゆる「ゆとり教育」と深く結びついている
ものであると考える．例えば，小学校６年間の主要４
教科の授業時間は，1971年の3,940時間から2002年度に
は，2,940時間に減少している．2002年度から，実質的
な「ゆとり教育」の開始となっている．2002年度に小
学６年生であった学生が，現在大学の入学を迎えてい
るのである3)．つまり，2008年度入学生以降，小学生
の時から「ゆとり教育」が開始されているのである．
このことが，すでに図２，表２で示したように，2008
年度と2009年度の「日本語プレースメントテスト」の
結果，平均点はあまり変わっていないことと関係する
のではないだろうか．
　以上のことから，語彙力の低下については，学生の
資質の問題よりも，語彙力を身につける学習環境が充
分でなかったと言うことができよう．
　語は，意志や感情の伝達だけでなく，整理・体系化
された概念をもとに，高度な思考を支え促す機能があ
る．そして，伝達と思考によって，概念の拡充・緻密
化が進められ，思考の深化が促されるという還流的作
用が強化され，知的発達が促進されることになる4)．
そのため，語彙力が乏しいということは，意思や感情

の伝達力が不足するだけでなく，思考の深化も疎外し
てしまうことになる．川崎医療短期大学を卒業後は，
それぞれ対人援助の専門職を目指す新入生にとって
は，このような語彙力不足による弊害は除外しなけれ
ばならない問題である．また，国立国語研究所が提案
しているように，医療従事者は，専門用語を一般の人
にも分かるように言い換えをしていかなければ，一般
の人には理解が難しいため，医療用語の説明を判りや
すい語彙を用いて行っていく必要がある5)．そのため
にも，語彙力を高めていくことは非常に重要である．
このような問題意識を持って，新入生の語彙力の拡充
に努める必要があると考える．
　今年度から，語彙力を含めた日本語力を高めるため
の方策として，１年生前期では「日本語」の講義にお
いて『語彙力養成ドリル』6)に取り組み，１年生後期で
は「文章表現」の講義において新聞などを教材とした
小論文の作成，読書レポートの作成などを実施してい
る．加えて，入学前学習では「日本語プレースメント
テスト」とも連動している『ことばワーク２級』7)・『こ
とばワーク３級』8)，「日本語検定」模擬問題を実施し，
入学前学習から語彙力を含めた日本語力の必要性の喚
起と学習を実施している9)．
　川崎医療短期大学で平成15年度に実施した学習時間
の調査では，高等学校においてほとんど家庭学習をし
ないと答えた学生が30ｵに達していた10)．このような
状況の下，今後も入学前の自主学習から，１年生前期，
１年生後期と連続して学習を進めさせる環境を整え，
語彙力をはじめとした日本語力の養成に努めることが
重要であると考える．

５. お わ り に

　川崎医療短期大学の2009年度の新入生は，半数以上
が社会人として必要な語彙力が不足していることが判
明した．このことは意思や感情の伝達不足をも招き，
実習等での病院，施設の指導者，患者，利用者などと
のコミュニケーションの際に不利益をこうむる，ある
いは与える可能性が高い．これらの背景には，「ゆとり
教育」により学習時間が減少していることに加え，携
帯電話・パソコン・インターネットなどの使用頻度の
上昇により，豊かな語彙力を育むのに適している環境
が整っていないということがある．そのため，語彙力
の伸長のためには，読書の習慣を身につけること，新
聞を読むなどの入学生の自主的な取り組みだけでな
く，継続した教育の必要があると考えられる．
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　このような状況で，「日本語プレースメントテスト」
実施後の導入教育が，円滑に実施されているかどうか
を測るために，「日本語プレースメントテスト」の実施
結果を経年的に検討することが必要であると考える．
導入教育によりどのような効果が期待できるのかにつ
いて，検討することを今後の課題としたい．
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